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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

現代社会が抱える課題に対して，社会科学の専門性を軸足とす 現代社会が抱える経済活動に関わるさまざまな課題に対して，
る解決方法を提案し，自然科学と協働しながら課題解決に導く 社会科学の専門性を軸足とする解決方法を提案し，自然科学と
力を身につける。 協働しながら課題解決に導くことができるようになる。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， 法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え，
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の 現代社会の経済活動に関する諸問題を法的に解決していく上で
基礎専門知識を身につける。 必要な経済刑法分野の基礎専門知識を身につける。

⇔

環境問題や，企業や行政の組織内において，日々生起する諸問 環境問題や，企業や行政の組織内において，日々生起する諸問
題について，理工学分野や経済学分野の思考方法にも一定の理 題について，経済刑法分野の知見を軸として，理工学分野や経
解を持ち，総合的に解決していくことのできる能力を身につけ 済学分野の思考方法にも一定の理解を持ち，総合的に解決して
る。 いくことのできる能力を身につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

地域運営

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本講義では、経済刑法を扱う。具体的には、主に企業による経済活動において、いかなる行為が犯罪と
されており、それに対していかなる刑事制裁（刑罰）が科されうるのかを学ぶ。経済刑法の「総論」で
は、各種企業犯罪に共通する要素（企業の刑事責任の形態や制裁の種類など）を扱い、「各論」では、
さまざまな種類の企業犯罪（営業秘密侵害やインサイダー取引など）について個別具体的に検討する。

(5)授業計画 第１回：企業犯罪・経済刑法入門（久保田）
第２回：企業の刑事責任（久保田）
第３回：営業秘密の保護（久保田）（※小テスト①実施）
第４回：不正アクセス（久保田）（※小テスト②実施）
第５回：悪質商法（久保田）（※小テスト③実施）
第６回：破産犯罪（久保田）（※小テスト④実施）
第７回：不正な経営判断（久保田）（※小テスト⑤実施）
第８回：汚職（濱田）
第９回：粉飾決算（濱田）（※小テスト⑥実施）
第10回：インサイダー取引（濱田）（※小テスト⑦実施）
第11回：カルテル（濱田）（※小テスト⑧実施）
第12回：アイデア・ブランドの保護（濱田）（※小テスト⑨実施）
第13回：製品事故（濱田）（※小テスト⑩実施）
第14回：脱税（濱田）
第15回：企業犯罪と制裁（濱田）｜授業アンケートの実施
期末試験
［※期間中、実務家によるゲスト講演（１回）を実施する可能性がある。それに伴い、各回の授業内容
および小テストの回数・実施日を変更する場合には、授業中およびeALPS上でアナウンスする。］

(6)成績評価の方
法

期末試験（70%）＋ 小テスト（30%）

(7)成績評価の基
準

授業で示した例題と同レベルの問題が解ければ「合格水準にある」。応用問題が解ければ「やや上にあ
る」。やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」。例題からは難しい応用問題が解ければ「卓
越している」。

(8)事前事後学習
の内容

・事前学習：下記・教科書の該当箇所を通読し、重要だと思われるポイントや疑問点などをノートにま
とめる（30分以上）。
・事後学習：復習用の小テストに取り組む。また、下記・教科書および参考書、レジュメ、その他参考
文献を参照しながら、ノートの内容を拡充する（30分以上）。

(9)履修上の注意 ・刑法Ⅰ・Ⅱを履修済みであることが望ましい（が、必須ではない）。
・講義には、最新版の小型六法を持参すること（どの出版社のものでも構わない）。
・eALPSにアップロードされているスライド資料等（講義前日に掲載予定）を入手し、講義中に参照でき
るようにしておくこと。
・小テストの実施方法等については、第１回の講義にてアナウンスする。

(10)質問,相談へ
の対応

授業終了後またはメールにて受け付ける。

【教科書】 松澤伸〔編著〕『基本学習　企業犯罪と経済刑法』（商事法務、2023年）

【参考書】 ・佐久間修『体系経済刑法：経済活動における罪と罰』(中央経済社、2022年) 
・穴沢大輔＝長井長信『入門経済刑法』(信山社、2021年)
・斉藤豊治ほか〔編著〕『新経済刑法入門〔第3版〕)』(成文堂、2020年) 
・芝原邦爾ほか〔編著〕『経済刑法：実務と理論』(商事法務、2017年) 



【参考書】 ・山口厚〔編著〕『経済刑法』(商事法務、2012年) 
・竹内朗ほか〔編著〕『企業不祥事インデックス〔第3版〕』（商事法務、2024年）
※その他、講義中に指示することがある。


